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【確かな学力 〜説明文の読み〜】 

学びへ向かう力 

 

 

 

   知識・技能                  思考・判断・表現 

 

 

 

 

【目指す児童像】 

１・２年 順序を考えながら、内容の大体を捉え、自分の感想をもつことができる児童 

３・４年 目的を意識して、話の中心を読み取り、自分の考えを表現できる児童 

５・６年 文章全体の構成を捉え、読み取ったことに基づいて自分の考えを広げることができる児童 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【研究内容】  

 

 

 

 

 

【新学習指導要領】 

・言葉による見方・考え方を働か

せ、言語活動を通して、正確に理

解し適切に表現する資質・能力の

育成 

・日常生活に必要な国語について

の資質・能力の育成 

 

【本校の教育目標】 

・深く考える子 

・仲良く助け合う子 

・すすんでやりぬく子 

・体をじょうぶにする

子 

【本校児童の課題】 

・正確に読む力 

・豊かな語彙 

・自分の考えを表現

しようとする意欲と

技能 

・多様性化社会 

【江戸川区教育目標】 

確かな学力を育てる指導の工夫〜説明的文章の読みを通して〜 

 

 

① 文章の中心を読み解く力を育むための指導の工夫 

 

 ② 読み取ったことをもとに、自分の考えを表現する力育むための指導の工夫 

③ 主体的に取り組むための学習目的の設定（ゴールの明確化） 

〇学習目的を意識して主体的に読む態度・意欲 

◯文章の中心を 

読み解く力 

〇読み取ったことをもとに 

自分の考えを表現する力 

【研究仮説】（R６） 

〇学習の目的を最初に伝えることで、主体的に読む態度が育つだろう。 

（学びに向かう力） 

〇大事な言葉や構成などを視覚的に整理することにより、文章の中心を読み解く力が育つだろう。 

                        （知識・理解） 

◯自分の気になったところや必要なところに注目させることにより、自分の考えを表現できる児童が

育つだろう。                          （思考・判断・表現） 

 

 

 

 

 

 


